
平成19年10月２日
原子力安全対策課
( １ ９ － ５ ６ )
＜14時記者発表＞

敦賀発電所１号機の原子炉手動停止について

（原子炉再循環ポンプメカニカルシールの機能低下の原因と対策）

このことについて、日本原子力発電株式会社から下記のとおり連絡を受け

た。

記

敦賀発電所１号機（沸騰水型軽水炉；定格出力35.7万ｋＷ）は、平成19年

２月16日から第31回定期検査を実施し、９月１日から調整運転を開始したと

ころ、９月９日頃より原子炉再循環ポンプＡ号機の軸封部（メカニカルシー

ル） のうち、第２段シール部から機器ドレンサンプに回収されるシール水＊

量が、通常値の範囲内ではあるが徐々に増加する傾向が認められたことから、

今後の運転に万全を期すため、計画的に原子炉を停止し、当該軸封部を取り

替えることとした。

このため、９月26日０時から出力降下を開始し、同日４時に発電を停止、

９時に原子炉を手動停止した。

また、Ｃ号機の軸封部でも、９月13日頃から、第２段シール部からのシー

ル水量が通常値の範囲内で変動していたことから、取り替えることとした。

なお、この事象による環境への放射能の影響はない。

＊：回転するポンプの主軸に沿って、原子炉冷却水がモーター側に漏れ出ないよう、専用
のシール水を高圧で軸封部に注入し、ポンプ軸につながる回転リングと固定リング
（ケーシング側）との間での摺動部（水の潤滑膜を形成している）で漏れを抑制する
構造となっており、第１段シール部と第２段シール部を有する。

［平成19年９月25日14時00分記者発表済］

１．軸封部の分解点検および調査結果

・原子炉再循環ポンプの第２段シール部は、固定リング（カーボン製で円

周上にＵ字状の溝加工あり）と回転リング（タングステン・カーバイト

製）によりシール水の流れを封じ込めている。

・Ａ号機およびＣ号機の固定リングを点検した結果、回転リングとのシー

ル面で、通常見られる均一な周方向の擦れ跡とともに、周方向に浅い傷

跡が確認されたが、異物等は認められなかった。

・なお、第１段シール部は、Ａ・Ｃ号機とも通常の擦れ跡は認められたが、

明確な傷はなかった。
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２．原因

・原子炉再循環ポンプの軸封部は、定期検査毎に新品に取り替えており、

また、軸封部に注入する専用の高圧シール水は、フィルタを用いて異物

除去に努めている。

・以上のことから、今回のシール水量の増加や変動は、今調整運転開始後、

シール部の圧力や主軸と隙間等が僅かに変動した際、原子炉冷却材中の

微細な異物（クラッド）が軸封部に流れ込み、第２段シール部を僅かに

傷つけ、シール機能が低下したためと推定された。

３．対策

・原子炉再循環ポンプＡ号機およびＣ号機の軸封部について、第１段およ

び第２段シール部の固定リングと回転リングを新品に取り替えた。

今後、原子炉再循環ポンプの試運転を実施し健全性を確認した後、今週

末に原子炉を起動、調整運転を再開し、10月下旬には経済産業省の最終検

査を受けて営業運転を開始する予定である。

問い合わせ先(担当：吉田)

内線2354・直通0776(20)0314
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原子炉再循環ポンプ軸封部 状況説明図 

回転リング（タングステンカーバイド） 

軸封部概念図 

シール面の状況（概念図） 

 

約 20mm 

（ポンプ側） 

 コントロールリーク 

 ［通常 162～198 ㍑/h］

 第２段シール 
 キャビティ 

 

  ポンプケーシング内へ（押込み流量） 
    ［通常 約180 ㍑/h］

 シールリーク 

［通常 12 ㍑/h 以下］

シール水注入 

［一定供給： 
通常 360～420 ㍑/h］

第１段シール 
キャビティ 

 

（モーター側）

主 軸 

Ａ号機 

循環羽根 

カーボン軸受 

固定リング

回転リング

 

第１段シール 

第２段シール 

平成19 年9 月9 日頃より
シールリーク流量増加 

約 0.4 ㍑/h 
↓ 

約 6.5 ㍑/h（9 月 25 日）
《ｼｰﾙ機能低下》 

約 180mm 

約 140mm 

固定リング（カーボン） 

添付図 

出口側 

原子炉再循環ポンプ断面図 

格納容器機器 
ドレンサンプ 

コントロールリーク及び 
シールリーク排出ライン 

原子炉再循環ポンプ

Ａ号機 

蒸気タービンへ 

原子炉格納容器 

Ａ系統 

他にＢ・Ｃの 
２系統あり 

給水 

【Ｕ溝の寸法】 
  幅 ：約３ｍｍ 
 深さ：約１ｍｍ 
 長さ：約７ｍｍ 

主軸 

約 140mm 

約 180mm 

約 30mm 

シール面点検結果 

入口側 

 Ｕ溝 

（全数１６箇所） 

約 18mm 

約 11mm 

第２段シール部のカーボン製固定リングシール面の内側

全周に、通常見られる回転リングとの擦れ跡のほかに、

Ｕ溝先端部の周方向に浅い傷跡を確認しました。 

周方向に 

浅い傷跡 

系統概略図 

：炉水混入 
経路（推定） 
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